






要約:先天異常のモニタリングにおいて、ベースラインとなる異常発生頻度にはさまざまな

生物学的、社会的要因の他に統計的な現象としての変動があることが、これまでのモニタ

リングの実行から明らかになった。その結果最近の出産児減少傾向や特定の異常児の出現

頻度に減少傾向がみられた。 


